
第 91回理事会議事録 

 

１．日  時：2023年 12月 15日（金）18時 30分～19時 40分 

２．議決方法：オンライン会議システム Zoomを使用した 

３．議事参加者：【理事 11名】 鳩山勝郎、浅越琴美、伊藤直彦、齋藤陽子、寺本直志、 

橋本公二、古川京司、森村俊介、柳澤彰子、山田和彦、 

吉田正 

              【監事 2名】   関口修、正村祐一 

【事務局 2名】 高野英樹事務局長、仲村篤志競技会事業部長 

 （理事現在数：12名、定足数 7名、本人出席 11名） 

４．議事の経過及び結果 

WEB 会議システムを用いて理事会を開催した。WEB 会議システムにより出席者の音

声と映像が即時に他の出席者に伝わり適時的確な意見交換ができることを確認した。

鳩山会長を議長に、議題を逐一審議した。 

 

第１号議案 第 90回議事録の承認について 

議事録案を承認した。 

 

第 2号議案 会員の逝去について 

以下の会員 3名の逝去が報告された。 

      山邑幸子（49537）、山中とも子（60709）、細田博之（39062） 

 

第 3号議案 理事および監事立候補受付の件 

      理事及び監事立候補受付の会報案内を了承した。 

 

第 4号議案 ガバナンスコード適合性審査に関連した規定の改正の件 

鳩山会長よりガバナンスコードに適切に対応することを目的とした懲戒規則 

の改正案について説明があった。検討の結果、これを承認した。 

鳩山会長より候補者選考委員会、およびコンプライアンス委員会の委員の変 

更案が提案され、検討の結果これを承認した。 

候補者選考委員会 

委員長 宮内宏 

委員 齋藤陽子 大政哲人 

コンプライアンス委員会 

委員長 伊藤直彦 

委員 関口修 宮内宏 柳澤彰子  

 



第 5号議案 2024年度予算の件 

      鳩山会長より総額 540万円の赤字予算が提出され以下の説明があった。 

      収入は年会費、主催競技会に加え、公認料でも減少を想定し、ユース派遣に対 

する助成金を見込み、トータルで約 14,800万円と見込んだ。 

経費は 2023年度と比較してユースの派遣費を大幅に抑え、普及事業は同程度 

を想定し、トータルで約 15,340万円と見込んだ。 

検討の結果、予算案の方向性を了承し、2024年 1月理事会で引き続き審議を 

行うこととした。 

 

第 6号議案 公認クラブ新規申請の件 

      以下の公認クラブ新規申請があり、検討の結果承認された。 

      牛込ブリッジクラブ（クロス 2、クローズド） 

      マネージャー：若杉郁子 

      ディレクター：長井紀彦 

      開催日：毎週月曜日 13時～ 

      会場：牛久市中央生涯学習センター（牛久市柏田町 1606-1） 

 

第 7号議案 1. 企画委員会 

吉田企画委員長より 11月 8日に行われた企画委員会について以下の報告があ

った。 

感染防止対策については、連盟主催試合においてはマスク着用を継続してい

る。引き続き様子を見ている状態である。 

月次収支は、収入がほぼ昨年と同程度となっている。決算は予算と同程度の赤

字を想定している。 

2．センター協議委員会 

浅越センター協議委員長より 11 月 14 日に行われた首都圏ブリッジセンター

会議について報告された。 

3. 競技委員会 

寺本競技委員長より 11 月 1 日に開催された第 285 回競技委員会について報

告があった。 

4. 普及事業部 

齋藤普及事業担当理事より 2024 年の新入会無料キャンペーンおよび紹介キ

ャンペーンについて報告があった。 

齋藤普及事業担当理事より 11 月 24 日および 25 日に横浜のリビングマルシ

ェで行われたサンケイリビング社主催の手作り作品の展示イベントへ体験教

室を出展した旨報告があった。 

      5.  競技会事業部 



      山田競技会事業担当理事より競技会事業部活動状況および資格取得者の報 

告があった。 

山田競技会事業部長より朝日新聞社杯がWBFよりWORLD BRIDGE TOUR 

の Dランクに承認された旨報告があった。 

6. 広報事業 

柳澤広報事業担当理事より広報活動について以下の報告があった。 

2023年は Facebookおよび Xにアジア競技大会やその他について多数の掲載

を行った。X のフォロワーは 200 人を超えた。11 月 26 日に長岡市で体験教

室を開催した。地方自治体へのブリッジの売り込みが功を奏して、自治体が予

算を付けて行った初の体験会で、受け皿となる新潟ブリッジクラブメンバー

の協力も得た。今後このような自治体との連携での普及活動を広めるべきだ

と考える。また、札幌、つくばなどの地方のブリッッジクラブと広報関係での

連携強化を図っている。 

      7. 法人・管理部 

寺本法人・管理担当理事より 11月末時点の比較財務諸表、月次収支実績、ク 

ラブ勘定残高について以下の報告があった。 

2023年の収支状況については、11月末時点での収支累計は約 13百万の黒字 

となっており、昨年の同時期と比べ約 2千 5百万円の収支の悪化となってい 

る。クラブ勘定の残高については問題がない。 

 

第 8号議案  その他の議案 

1. 次回理事会開催について 

次回理事会は 2024 年 1月 26 日（金）18時 30分よりオンラインにより

開催する 

 

本日のWEB会議システムを用いた理事会は、即時・双方向性が満たされており、終始異常

なく議題の審議を終了した。 

 

2023年 12月 15日 

公益社団法人日本コントラクトブリッジ連盟 

第 91回理事会 

代表理事  鳩山 勝郎 

 

代表理事  久保公人 

 

監  事  関口 修 

 



正村 祐一 

 

議事録作成者 寺本直志 


